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研究成果の概要（和文）：本研究では、高齢者における健康の階層格差のメカニズムとその制御要因を解明し
た。分析の結果、①心理社会的要因の媒介効果、②親の階層、本人の学歴、職業、収入、それぞれの直接効果と
ともにその経路効果、③健康の階層格差におけるコホート効果、④住宅階層指標の学歴・収入による階層指標と
は異なる独自性、⑤慢性疾患罹患者における症状増悪における社会階層の影響、⑥サービス提供者の貧困高齢者
に対する対応の困難、を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study elucidated the mechanisms of health disparities by socioeconomic 
status (SES) in older adults. As a result of the analyses, the following points were clarified. (1) 
the mediational influences of psychosocial factors, (2) the direct effects and pathway effects of 
parental SES, and older adult’s educational attainments, occupation, and income, (3) birth cohort 
differences in influences of SES on health, (4) uniqueness of housing status different from 
educational attainment and income, (5) the influences of SES on worse of symptoms in patients with 
chronic diseases, and (6) the difficulty of service providers in dealing with the poor older adults.

研究分野： 老年社会学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
社会階層による健康格差については、日本では高齢者を対象とした研究が少ない。さらに、社会階層の健康影響
に関する研究を発展させていくには、その存在の記述だけでなく、以下のような課題を設定し、解明する必要が
ある。①社会階層が高齢者の健康に与える影響のメカニズム、②高齢者において特に重要な視点となるライフコ
ース上における社会階層の影響、③社会階層の健康影響のコホートによる差、④高齢期に多く罹患する慢性疾患
罹患後の予後に対する社会階層の影響、⑤高齢貧困者に対する医療福祉従事者の認識と対応。しかし、以上の課
題の解明は、欧米においても少ない。本研究では、課題を取り上げ解明を試みた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
1) 高齢者における健康の社会階層格差に関する研究の開始： 日本では社会階層による健康格
差に関する研究は、欧米と比較して遅れているものの、 2000年以降本格的に取り組まれるよう
になった。2009 年には科研費の新学術領域研究で「社会階層と健康」が取り上げられ、それに
よって中年期および職域 における健康の階層格差の研究が推進されてきた。最近では、愛知老
年学評価研究（AGES）によって高齢者を対象とした研究の蓄積も図られている。これまでの知見
を総括するならば、高齢者においても健康や不健康要因の分布に社会階層（ライフコース上の社
会階層も含む）による格差が存在することは定まったとみることができる。2)高齢者における健
康の社会階層格差研究の到達点：(1)社会階層の健康や不健康要因への影響：欧米だけでなく日
本でも、横断調査およびパネル調査によって低階層（低学歴、低収入）の高齢者に不健康や不健
康要因が集積していることが確認されている。(2) 年齢、時代、コホート効果に関する研究：社
会階層の健康に与える影響が年齢や時代、コホートによって異なるか否かについて、米国を中心
に検証が行われてきている。日本においても、申請者らが高齢者や腎透析患者を対象とした繰り
返しの横断調査データを用いて、年齢効果(80 歳を前後して社会階層の健康格差が逆転するこ
と)、時代効果（マクロ経済の変動が社会階層による健康格差に関係していること）があること
が明らかにされている。(3）高齢者の健康に対するライフコース上の社会階層の影響：高齢者の
健康に対するライフコース上の階層の影響について、欧米のみでなく日本においても研究が進
められている。影響に関するモデルとして、潜在効果、蓄積効果、社会移動効果、経路効果が示
されているが、日本では、潜在効果モデルを用いて幼少期の社会階層が高齢期に健康に影響して
いること、申請者らは蓄積効果モデル、社会移動効果モデルも高齢期の健康の格差の説明モデル
として有効であることを明らかにしている。(4)健康・不健康要因の社会階層格差のメカニズム
とその制御要因：欧米では社会階層と健康・不健康要因を媒介する要因として、社会関係、自己
効力感などの社会・心理的要因に着目した研究が行われている。日本においても、媒介要因の解
明が始められており、高齢者を対象に食習慣や運動習慣の社会階層格差に対して心理的要因が
有意な媒介効果をもっていることが申請者らによって明らかにされている。(5)医療福祉ニーズ
への対応における階層差：欧米では、疾患をもった高齢者や日常生活に支障をもつ高齢者とその
介護者を対象に、医療福祉サービスの充足度が社会階層によって影響されていることが明らか
にされている。本研究では、欧米と日本における既存研究の到達点を踏まえ、それらの知見をさ
らに深めるために、以下のような課題を設定した。 
 
２．研究の目的 
本研究では、高齢者における健康の社会階層格差のメカニズムとその制御要因の解明を目的

として、以下 5つの課題にアプローチした。1)社会階層の健康影響のメカニズムと制御要因を解
明する。2)社会階層指標間の関係をモデル化した指標を用いて健康への影響を解明する。3)住宅
階層指標の健康影響を解明する。4)高齢就業者の社会階層の健康影響を解明する。5)健康問題発
生後の医療福祉ニーズへの対応（腎透析患者のセルフケア・健康度、居宅介護支援員の困難事例
の出現）における社会階層格差と制御要因を解明する。 

 
３．研究の方法 
目的 1)については、①平成 27 年度に東京都内の 2 自治体（世田谷区と墨田区）の 65 歳以上

住民各 1,000 人ずつを対象とした調査データを継続して分析した。②この調査完了者を対象と
したパネル調査を実施し、そのパネル調査のデータを分析した。パネル調査は新型コロナの感染
流行のため、実施予定を延期し、令和 3年度に実施した。対象者は初回調査の完了者である 761
人であり、完了者は 353 人であった。回収率は 46.4％であった。調査不能理由は、本人と家族
による拒否が 40.4％、死亡が 17.4％であった。①の調査回答者のうち、「残存歯が 20本以上」
及び「学歴が中学卒業」の 7名を対象とした半構造化面接を実施し、そのデータを分析した。 
目的 2)については、日本版総合的社会調査（JGSS）の平成 12年、平成 13年、平成 14年、平

成 15年、平成 16年、平成 18年、平成 20年、平成 22年、平成 27年、平成 30年のデータの二
次分析を行った。 
目的 3)については、 平成 27年度に東京都内の 2自治体（世田谷区と墨田区）の 65歳以上住

民各 1,000人ずつを対象に実施した調査データを継続して分析した。 
目的 4)については、①平成 28年度に全国 55歳から 64歳の男性 2,500人を対象に実施した調

査データと平成 11 年に全国 55～64 歳の男性 4,000 人を対象に実施した調査データを継続して
分析した。②この調査完了者を対象としたパネル調査を実施し、そのパネル調査のデータを分析
した。パネル調査は新型コロナの感染流行のため、実施予定を延期し、令和 3 年度に実施した。
パネル調査は初回調査の完了者である 919 人であり、完了者は 583 人、回収率は 63.4％であっ
た。調査不能理由は「調査拒否」が 64.9％を占めていた。 
目的 5)については、①東京都 23 区において、高齢者の社会経済的な水準が上位 6 区と下位 6

区を選択し、選択された区の居宅介護支援事業所 1,170 に対して所属する居宅介護支援専門員
を対象とした調査への協力依頼を行った。計 182の事業所が調査を承諾した。調査を承諾した事



業所に属する全居宅介護支援専門員(457人)を対象に調査を行った結果、調査票の回収数は 397
であった。②加えて、①の調査に回答した人のうち、経済的な問題があるケースを担当したこと
があり、「常勤専従」「経験年数 10年以上」の居宅介護支援専門員 17名を対象として半構造化面
接を実施した。③日本透析医会に属する医師が勤務する透析医療機関に通院する透析患者を対
象に、平成 28 年と令和 3 年に実施した調査データを分析した。④東京都健康長寿医療センター
研究所と米国ミシガン大学が共同で行っている「長寿社会における中高年の暮らし方の調査」の
データを分析した。 
 
４．研究成果 
1)社会階層の健康影響のメカニズムと制御要因： 
(1)高齢者の運動参加における社会経済的地位（就学年数と収入）による差異を最も効果的に説
明できる媒介要因を明らかにした。媒介要因の候補として、社会生態学モデルに基づき、健康、
心理、社会、環境の各要因を取り上げた。分析の結果、教育と収入の影響は自己効力感と社会的
支援によって媒介されていた。社会的支援については教育よりも収入の影響をより強く媒介し
ていた。 
(2)高齢者の保健行動の社会経済的地位（就学年数と収入）による差異の心理的なメカニズムと
して時間的な見通し(time perspective)が関係している否かを検証した。時間的な見通しは 5つ
の下位の次元で測定した。保健行動は運動、食習慣、禁煙によって測定した。分析の結果、時間
的見通しの下位次元のスケールのいずれも保健行動の媒介要因として有意に影響していなかっ
た。 
(3)高齢者の社会経済的地位（就学年数と収入）と口腔健康との関連を媒介する心理・社会的要
因を解明した。媒介分析の結果、心理社会的要因（自尊感情、うつ症状、社会的支援）のうち個
別の要因については有意な媒介効果を確認できなかったものの、心理社会的要因全体では年収
と口腔健康の媒介要因として有意な効果がみられた。 
(4)口腔健康感及び咀嚼能力の変化に関連する心理社会的要因を分析した。要因には、社会経済
的地位（就学年数、収入），心理社会的指標（自己統制感、自尊感情、うつ症状、社会的支援）
を取り上げた。分析の結果、①口腔の健康感を維持する人は約半数（49.3％）、悪化した人は
30.3％、良くなった人は 20.4％いること。②うつ症状が口腔健康感の悪化に与影響していた。 
(5)教育年数が少なく学校における健康教育の経験が限られたなかで口腔健康を維持する人を対
象に、成人期以降の口腔保健行動の獲得・定着プロセスを明らかにした。健康教育経験が少ない
という社会的不利の中で口腔健康を維持している高齢者は、「歯の健康に対する自信」という共
通する認識をもち、歯科医院への通院と口腔清掃、さらには独自の「健康のために信じる方法」
で口腔保健行動を獲得していた。成人期に入ると，大部分が一時的に仕事に専念せざるを得ず、
口腔保健行動から距離を置く時期があったが，その間も積極的な独自の口腔保健行動の継続を
行っていた。 
(6)ライフコース上の経済的困窮と高齢期における経済的困窮それぞれの高齢期における健康へ
の影響のメカニズムを解明した。媒介要因には、ライフコース上と高齢期におけるライフイベン
ト、社会心理的要因を設定し、健康指標には、疾病罹患数、日常生活動作、うつ症状、健康度自
己評価を用いた。コントロール感がライフコース上と高齢期の経済的困窮のいずれについても
日常生活動作の障害に与える影響を媒介していた。自尊感情がライフコース上と高齢期の経済
的困窮のいずれについてもうつ症状と健康度自己評価に与える影響を媒介していた。 
(7)単独世帯の高齢者、中でも男性の場合、他の世帯類型に属する人と比較して精神健康が低い
という結果が示されているが、そのメカニズムは未解明である。本研究では、単独世帯と精神健
康の関連を身体健康、収入、インフォーマルネットワーク、社会的支援が媒介するか否かを分析
した。男性・女性に共通して、収入が低いことが精神健康を低くしている媒介要因であること、
加えて、男性についてのみ社会的支援が低いことも媒介要因であった。 
 
2)社会階層指標間の関係をモデル化した指標を用いて健康への影響を解明： 
ライフコース上の社会経済的地位が高齢期の健康に及ぼす影響がコホート間で異なるかどう

かを潜在効果、経路効果、社会移動効果、蓄積効果の各モデルに基づき分析した。コホートは
1940 年以前（第二次世界大戦前の教育制度）、1940 年代（第二次世界大戦後の教育制度）、1950
年代（高度経済成長期）の 3コホートを設定した。経路効果モデルに基づく影響は 3コホートす
べて有意であった。 社会移動効果と蓄積効果のモデルに基づく影響は 1940 年以前と 1940 年代
のコホートでのみ有意であった。 
 
3)住宅階層指標の健康影響 
住宅階層の指標が、①就学年数と収入という他の階層指標の代替指標なのか、それとも独自の

影響をもつ指標なのか、②独自に影響する指標の場合、独自の影響が住宅の物理的・社会的環境
によって説明できるか否かを分析した。住宅階層の指標については持ち家か否かで評価し、健康
指標については、疾患罹患数、日常生活動作、うつ症状、健康度自己評価で評価した。①につい
ては、疾患罹患数、うつ症状、健康度自己評価については、就学年数、収入の影響を調整しても
住宅階層の指標が独自の影響をもっており、就学年数と収入の代替指標でないこと、②について
は、うつ症状に対する独自の影響は、物理的・社会的環境によって説明できたものの、疾患罹患



数と健康度自己評価については、その独自の影響が物理的・社会的環境によって説明できなかっ
た。 
 
4)高齢就業者の社会階層と健康 
(1)60～64歳の男性を対象に、1999年（65歳までの雇用保障の義務化前）と 2016年（義務化後）
で職業満足度の雇用形態（正規職・非正規職・自営）による格差とその要因を解明した。分析の
結果、①「正規」の就業者と比較して「非正規」の就業者の職業満足度は 2016 年でのみ有意に
低かった。②「非正規」の就業者で 2016年の職業満足度が有意に低かったのは、「自由裁量のな
さ」が媒介していた。 
(2)2000 年の高年齢者雇用安定法の改正により、企業は就労者の 65 歳までの雇用が義務付けさ
れた。研究では、高齢就業者の年齢差別の経験とその個人的・組織的要因を分析するとともに高
年齢者雇用安定法の前後（1999年と 2016年）でどのように異なるかを分析した。ステレオタイ
プコンテントモデルに基づき、個人的要因については「身体的な負荷の大きい仕事」「コンピュ
ータでの作業が必要な仕事」「低学歴」「病気による欠勤」を、企業側の要因については「事業形
態（公営・民間）」「企業規模」「人員整理の規模「高齢者用の施策の実行数」を設定した。「身体
的負荷の大きい仕事」「病気による欠勤」という個人要因、「事業形態」「人員整理の規模」とい
う企業要因が年齢差別の経験に影響していた。加えて、「コンピュータでの作業が必要な仕事」
が 1999年でのみ、「低学歴」については 1999年では年齢差別を強めることに、2016年では年齢
差別を弱めるように貢献していた。 
(3)職場における年齢差別（エイジズム）が仕事満足度に及ぼす直接効果および年齢差別のネガ
ティブな影響を軽減する心理社会的資源の緩衝効果について検証した。分析の結果、①職場にお
ける年齢差別の認知は、仕事満足度の低さと関連していた。②上司や同僚からの社会的サポート
は、年齢差別が仕事満足度に及ぼすマイナスの影響を緩衝していた。 
 
5)健康問題発生後の医療福祉ニーズへの対応： 
(1)経済的困難を抱える介護保険の認定者に対して、居宅介護支援専門員が認識する援助の困難
と援助後の予後に影響する要因を分析した。経済的困難事例の複雑さが援助の困難度の増加と
ともに介入後の予後不良にも影響していた。居宅介護支援専門員が受領する社会的サポートは
いずれの指標にも有意に影響していなかった。地域高齢者の社会経済階層の分布の地域差も介
入後の予後不良に影響しており、その影響は居宅介護支援専門員が担当する経済的困窮者のケ
ース数によって媒介されていた。 
(2)経済的困難者に対する支援過程が、居宅介護支援専門員の経済的困難者に対する援助観に影
響する要因を明らかにした。介護支援専門員は、援助経験の中で職業経験の浅い時期の実践を＜
複雑な人間模様に直面＞＜制約の多い関わり＞の中で、＜自分本位の支援＞と認識することに
なった。その後の経験の中で＜試行錯誤の積み重ね＞＜多角的な視点を得る＞ことで＜意思決
定尊重を徹底する＞に至り、＜早急な解決を求めない＞＜生活困窮者に歩調を合わせる＞支援
を実践し，現在は＜生活困窮に積極的に向き合う＞意識に至った。 
(3)居宅介護支援専門員における貧困原因の認識の構造と貧困原因の認知が経済的困難を抱える
利用者・家族への援助に関する困難感や肯定的態度への影響を明らかにした。居宅介護支援専門
員の貧困の原因に関する認識は、「社会的原因」「個人的原因」「運命的原因」の 3因子構造であ
った。さらに、「社会的原因」に対する認識が高いほど困難感が増加し，「個人的原因」に対す
る認識が高いほど支援への肯定的態度が減少した。 
(4)介護保険制度の改定に関連して、要介護高齢者における家事援助の利用傾向が、「世帯類型」
「性別」「収入」によって異なるか否かを、「長寿社会における中高年の暮らし方の調査」の 1999
年から 2017 年までのデータを利用し、分析した。インフォーマルとフォーマルの両方の家事援
助の利用は 2006年まで増加し、その後は徐々に減少したが、その割合は 1999年よりも高いまま
であった。単独世帯の場合、インフォーマルとフォーマルの両方の家事援助の利用は 2002 年以
降増加した。収入については有意な影響は見られなかった。 
(5)腎透析の導入前のライフコース上の経済的困窮の経験が、高齢透析患者の健康格差の要因と
なるか否かを分析した。ライフコース上の困窮の経験については、幼少期、青年期、中年期の 3
時期を設定した。ライフコース上の経済的困窮のモデルには、潜在効果、社会移動効果、経路効
果、蓄積効果の 4種類を用いた。健康指標には合併症数、日常生活動作、うつ症状の各指標を用
いた。経路効果、社会移動効果、蓄積効果の各モデルは 3種類すべての健康指標の格差を説明し
た。潜在効果モデルは日常生活動作のみ格差を説明した。 
(6)透析患者の食事療法への遵守の社会経済的地位（学歴と収入）による差異がなぜ生じるのか、
その異なるメカニズムを社会心理的媒介要因の面から解明した。社会心理的媒介要因には、「自
己効力感」「結果期待」「社会的支援」を位置付けた。学歴による食事用法の遵守度の差は「自己
効力感」と「結果期待」によって、収入による食事用法の遵守度の差は、「社会的支援」によっ
て説明された。 
(7)腎透析患者のスティグマの意識が健康、健康関連の指標に与える影響とその影響が「社会経
済階層（学歴、収入）「性」「日常生活動作」「糖尿病性腎症による透析導入の有無」によって異
なるか否かを分析した。スティグマ意識がうつ症状、インフォーマルネットワーク、食事療法へ
の遵守度に影響していた。さらに、「学歴」「性」「糖尿病性腎症による透析導入の有無」によっ



てスティグマが健康や健康関連の指標に与える影響に差がみられた。 
 
6)社会階層以外の社会的要因に関する研究成果 
(1)パーソナリティが抑うつに及ぼす影響を、媒介要因として社会的ネットワークに着目して分
析した。目的 1)で使用したデータ（東京都内の 2自治体（世田谷区と墨田区）の 65歳以上住民
各 1,000 人ずつを対象とした調査）を用いて、抑うつ傾向を従属変数、日本語版 Ten item 
Personality Inventory（TIPI-J）によって測定したパーソナリティ（外向性、協調性、勤勉性、
神経症傾向、開放性）を独立変数、社会的ネットワーク（親しい親族数と友人数）を媒介変数と
した、多重媒介分析を実施した。分析の結果、①外向性と協調性が高い者ほど抑うつ傾向が低か
った。②外向性が高い者ほど親しい親族数と友人数が多く、協調性が高い者ほど親族数が多かっ
た。③親族数と友人数が多い者ほど、抑うつ傾向が低かった。結論として、外向性と協調性とい
うパーソナリティ特性が抑うつに及ぼす影響は、社会的ネットワークによって部分的に媒介さ
れていた。 
(2)都市部で業務に従事する介護支援専門員の仕事満足度に関連する要因を分析した。目的 5)の
東京都区部の居宅支援事業所に所属する介護支援専門員に対する調査データを用いて、個人的
要因（年齢、経験年数、性別、経済状況）、労働条件（勤務形態・事業所設立主体、支援体制（相
談相手、スーパービジョン）、職務関与意欲を取りあげた。分析の結果、①管理職や同僚との人
間関係に対する満足度が高く、賃金や昇進の面で満足度が低かった。②職場のスーパービジョン
（相談、指示、調整）と相談相手などの支援体制、ケアマネジメント意欲、自分自身の経済状況
が仕事満足度に影響していた。 
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